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特

名
遣
表

解

説

/¥  

O 

剣
然
し

の
「
輿
」
と
「
夜
L

と
が
同
類
の
般
名
で
あ
る
な
ら
ば
そ
の
王
否
は

い
の
で
あ
る
が
、
夜
を
意
味
す
る
ヨ
は
用
・
欲
・
夜
な
ど

特
殊
仮
名
遣
は
ま
代
詩
法
の
面
で
も
い
ろ
い
ろ
と
関
係
し
て
来

る
。
例
へ
ば
活
用
語
尾
に
上
述
の
仮
名
が
来
る
場
合
に
甲
乙
何
れ
が

来
る
か
と
言
ふ
顕
で
あ
る
。

と
の
方
面
の
研
気
は
昭
和
五
六
年

橋

常
に
甲
類
が
用
ゐ
ら
れ
る
。
然
る
に
「
輿
」
の
字
は
乙
類
で
あ
っ

て
、
夜
を
意
味
す
る
ヨ
に
宛
て
ら
れ
る
と
と
は
決
し
て
な
い
。
従
っ

て
今
の
場
合
古

本
に
従
っ
て
「
夜
」
と
校
合
さ
れ
る
べ
き
で
あ

本
進
吉
博
士
や
遠
藤
嘉
基
博
士
に
よ
っ
て
な
さ
れ

h
。
本
附
録
の
信

用
表
も
主
と
し
て
雨
博
士
が
表
示
さ
れ
た
も
の
を
基
本
と
し
た
。
表

る
。
叉
、
例
へ
ば

中
門

〕
で
つ
つ
ん
で
あ
る
も
の
例
へ
ば
形
容
詞
の
来
然
形
〔
グ
〕

〔
シ
ク
〕
な
ど
は
と
れ
を
形
容
詞
未
然
形
と
し
て

め
る
か
否
か
に

青
山
の

。っ
白

ア
ザ
ニ
ケ
司
自

爾
食
ご
つ
ね
に
見
れ
ど
も
め
づ
ら
し
わ
が
君

(
谷
三
、
一
一一七
七
)

つ
い
て
畢
者
に
よ
り
そ
の
設
を
異
に
し

τゐ
る
も
の
で
あ
る
が
暫
く

ヒ
ェ
ケ
ぷ

あ
し
ひ
き

の
山
遜
に
居
り
て
秋
風
の
日
英
吹
け
ば
妹
を
し
ぞ
お
も
ふ

表
中
に
入
れ
て
拾
い
士
。

(
念
入
、

一
...L‘ 
/ 、

一一-一一、-'

語
法
の
商
に
於
け
る
特
殊
仮
名
遣
も
寓
葉
の
譲
解
に
頗
る
重
要
で

寸
ヒ
エ
ケ
ニ
L

で
あ
る
が
雨
者
の
類
似
か
ら
乙

れ
を
同
様
の
意
味
に
解
し
て
は
な
ら
な
い
c

「
異
」
は
甲
類
で
あ
り
、

「
食
L

は
乙
類
で
あ
っ
て
と
の
二
つ
は
直
別
し
て

の

「
ア
サ
ニ
ケ
ニ
」

あ
る
。
一設の

さ
れ
な
け
れ

で
あ
る
が
、

に
も
記
し
て
な
い
た
が
、
形
容
詞
の
語
幹
の
宋

に
ケ
を
有
す
る
も
の
、
ク
ヒ
一
フ
ケ
シ
・
サ
ヤ
ケ
シ
な
ど
の
ケ
は
乙
類

一
方
形
容
詞
未
然
形
の
ケ
例
へ
ば
キ

ヨ
刻
、
サ
ム
バ
引
な

ば
な
ら
ぬ
。
更
に
一
棋
の
考
察
の
場
合
に
つ
い
て

カ

E

カ
E

へ
ば
一
仰
と
い
ふ
詩
は
宣
長
の
説
に
よ
る
と
上
か
ら
・
米
て
ゐ
る
と
い
ふ

ふ
な
ら
ば
、
例

の
で
あ
る
。
然
る
に
紳
の
ミ
は
乙
類
に

し
、
上
の
ミ
は
甲
類
K
閉

ど
は
甲
類
で
あ
る
。
従

っ

て

形

容

詞

未

然

形

に

法

の

ク

が

つ
い
て
「
:
:
;
で
あ
る
と
と
」
を
意
味
す
る
や
う
な
場
合
ヨ
ケ
ク
、

サ
ム
ケ
ク
な
ど
の
ケ
は
甲
類
で
あ
る
。
そ
こ
で
例
へ
ば
、 久

L
て
ゐ
る
。

こ
の
二
つ
が
語
源
に
む
い
て
空
く
関
係
が
な
い
と
は
漣

大
海
の
議
も
'
F

」
ゆ
す
り
立
口
説
の
よ
る
む
と
念
へ
る
漬
の
静
義
久

で
き
な
い
に
し
て
も
椴
名
遣
主
無
税
L
て
の
語
源
設
陀
そ
の
ま
ま

九巻七、

一一一一一一丸)

従
ふ
と
と
は
で
き
な
い
。

の

「持
集
久
」
の
訓
で
あ
る
が
と
れ
を
若
し

「
+
ヤ
グ
ク
」
と
訓
む



と
す
る
と
そ
の
ケ
は
乙
類
で
な
り
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
る
に
袋
は
甲
類

つ
K
の
で
あ
る
が
他
に

ま
た
は
助
詞
の
類
あ
る
い
は
接
頭
語

t乙

す
る
椴
名
で
あ
る
か
ら
と
れ
は
形
容
詞
の
未
然
形
で
あ
っ
て
そ

な
ど
に
も
関
係
が
あ
る。

例
へ
ば
泊
(
ザ
ケ

1
サ
カ
ツ
ポ
〉
、
上
(
ウ

れ
K
久
語
法
の
つ
ク
し
が

し
穴
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か

へ
1
ウ
ハ
一
一
)
、
爪
(
ツ
メ

1
ツ
マ
サ
キ
〉
な

E
の
や
う
に
複
合
し
て

ら
寸
ザ
ヤ
ケ
ク
し
の
訓
は
正
し
く
な
い
。

と
の
場
合
は
「
キ
ゴ
ケ
ク
L

ア
段
菅
と
な
る
ケ
ヘ
メ
は
常

ι乙
類
で
あ
り
、
白
(
シ
ロ
I
シ
ラ
ガ
)

の

が
取
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
叉
例
へ
ば

島
丸
だ

ほ
と
ん
』
ぎ
ず
問
し
ま
し
置
け
奈
我
奈
家
婆
あ
が
念
ふ
心
い
た
も
術
な
し

な
ど
の
や
う
に
複
合
し
て
ア
段
一
官
と
な
る
ロ
は
必
中
甲
類
で
あ
る
。

(巻
h

ヤ
五
、
一
一
一
七
八
五
)

助
詞
に
あ
っ
て
は
格
助
詞
「
へ

」
は
甲
類
で
あ
る
が
副
助
詞
「
ザ
へ

」

の

「
へ
」
は
乙
類
が
附
ゐ
ら
れ
叉
語
「
ミ
」
は
甲
類
で
あ
る
D

に
な
っ
て
ゐ
る
。
家
は
甲
類
、

る
。
然
る
に
四
段
動
詞
の
己
然
形
は
常
に
乙
類
が
用
ゐ
ら
れ
る
の
で

あ
る
か
ら
と
の
場
合
は
異
本
の
気
の
方
が
五
し
い
と
し
な
け
れ
ば
な

は
乙
類
で
あ

特
殊
椴
名
遁
は
大
韓
奈
良
朝
ま
で
は
存
し
牝
と
見
て
よ
い
。
奈
良

の
家
が
異
本
で
は

末
に
は
あ
る
も
の
は
既
に
多
少
混
同
を
示
し
て
ゐ
る
口
平
安
時
代
に

ら
ぬ
D 

松
反又
り、

守:例
.....， "¥ 

』ま

な
る
と
特
殊
な
文
献
に
部
分
的
な
残
存
は

資
際
の
後
音
上
の
直
別
は
失
っ
て
ゐ
に
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
但

ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

を
d
d

あ
れ
か
も
さ
山
聞
の
翁
が
そ
の
日
に
求
め
逢
は
ず
け

し
、
ア
行
の
エ
の
直
別
は
ζ

れ
ら
よ
り
か
な
り
永
く
生
命
を
保
っ
て

む

(巻
十
七
、

問
。
一
四
)

ゐ
る
。

の
之
比
爾
底
の
解
輝
の
如
き
も
「
強
ふ
る
」
と
い
ふ
意
味
に
解
く
設

特
殊
俄
名
潰
は
上
述
の
や
う
に
寓
葉
集
の
J

K

頗
る

の
で
あ
り
、
高
葉
に
親
し
ま
う
と
す
る
も
の
に
は
依
く
事
の
で
か
門
左
な
も

が
あ
る
。
然
し
ハ
行
上
二
段
の
連
用
形
ヒ
は
乙
類
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
、
比
は
甲
類
で
あ
る
。
故
に
と
の
設
に
は
俄
か
に
従
ひ
か

い
常
識
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
前
述
の
如
く
そ
の
中
の
あ
る
も
の
は
，
少

敢
な
が
ら
末
期
で
は
混
乱
し
て
主
り
、
ま
に
東
歌
に
於
い
て
は
直
別

ね
る
。

の
み
で
は
な
い
。

特
殊
椴
名
遣
が
語
法
の
面

K
関
係
す
る
の
は
活
用
語
尾
に
沿
い
て

は
紙
型
の
制
限
に
よ
り
活
用
表
の
み
に
限

が
無
か
ク
に
と
申
し
て
よ
い
ほ
ど
で
あ
る
。
従
っ
て
特
殊
僚
名
遁
に

よ
る
訓
訪
の
如
き
も
徐
程
慎
重
を
期
す
べ
き
で
あ
づ
て
徒
に
過

説

特

名
遁
表

(附
鎌
)
解
説

ム
ハ
-



名
遣
表
(
附
録
)
解
説

六一一

し
滋
用
す
る
乙
と
ば
も
と
よ
り
戒
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

は
一
一
際
新
校
高
葉

に
さ
し
は
さ
む
に
便
利
な
や
う
に
し

た
の
で
あ
る
が
、
各
自
の
テ
キ
ス
ト
に
は
さ
む
な
ど
し
て

用
願

B
6
一
五

O
頁

定

償

六

O
因

遺

料

一

六

園

四
伊
潟

究
都
博
士

刊
日
七
い
。
倫
解
訟
も
甚
だ
し
く
簡
略
な
も
の
で
あ
る
か
ら
、
詳
し
く

は
左
記
に
掲
げ
る
文
献
を
参
照
さ
れ
化
く
思
ふ
。
(
上
野
務
)

茶
摘
の
容

名
著
「
高
架
集
講
話
」
と
は
溺
立
し
て
新
K
友
る

参
考
文
献

の
も
と
に
執
筆
せ
ら
れ
た
古
典
へ
の
絶
好
の
手
引

橋
本
選
吉
博
士
著
作
集
第
一
一一
巻

語
俄
名
遣
研
究
史
上
の
一
教

上
代
の
文
献
花
存
す
る
特
殊
の
椴
名
遣
と
営
時
の
語
法

証
の
「
え
」
の
俄
名
に
つ
い
て

波
六
郎
著

士

B
6
一一一
七
二
頁

完償一一一

O
O
国

怠

料

立

二

圏

同
右

明

諜

主七

陶

古
代

同
右

古
代
図
一
需
の
昔
棋
に
就
い
て

国
語
菅
韻
史
の
研
究

第
四
加

六
朝
交
串
の
構
成
に
よ
る
陶
淵
明
の
詩
集
語
注
と
人
物

Iflj 

有
坂
捧
世

評
論
。
専
門
家
と
と
も
忙
漢
詩
愛
好
者
に
奨
め
る
。

高
葉
俵
名
の
研
究
(
国
語

遠
藤
嘉
基

、J
用

遠
藤
嘉
基

京
都
市
下
京
直
束
、
洞
院
伸
光
寺
よ

W

上
代
俄
名
護
の
解
説
と
其
の

に
於
け
る
般
名

「毛

・
母
し
に
つ
い
て

池
上
積
法

(
闘
語
闘
丈
ニ
ノ
一

古
O 

電
話
下
①
六
一

一
五
三
番

振
替
京
都
=
一
四

O
三
番



一
新

刊

紹

介

b
T
相
聞
歌
と
の
色
彩
の

あ
る
う
。

っ
た
も
の
の
結
び
つ
き
な
ど
も
つ
&
考
察
の
喪
が

設
歌
考

一J
一
山
歌
、
仙
柘
校
歌
、
竹
取
翁
歌
、
手
見
名
r
ト
ワ
い
て
の
考
。
と
の

巾
で
一
一
一
山
歌
の
「
う
ね
が
b
L

を
し
」
に
つ
い
て
樺
潟
先
立
の
「
雄
々
し
し
置

に
従
ひ
、
叉
耳
無
山
之
女
性
と
す
る
折
口
博
士
設
を
採
用
し
て
摘
を
す
す
め

て
ゐ
る
の
は
語
意
す
べ
き
考
で
あ
る
。
し
か
し
資
料
の
取
扱
ひ

K
は
必
ず
し

も
賛
成
し
が
た
い
貼
も
あ
り
、
一
例
を
あ
げ
る
と
仙
柘
枝
惇
説
&
懐
風
藻
と

一
五
ふ
詩
の
表
現

κよ
っ
て
時
ず
る
場
合
に
は
も
っ
ー
と
恨
誌
な
態
度
を
と
る
べ

き
で
は
な
か
ら
う
か
(
拙
稿
「
出
典
と
非
出
典
語
」
国
語
、
岡
丈
参
照
)
。

美
夫
君
志
曾
編

「
高
葉
集
新
設
L

天
暦
五
年
司
に
於
て
源
以
下
五
人
に
寓
葉
集
を
「
・
よ
み
と
さ
え
ら
ば
し

め
」
ら
れ
て
以
来
、
こ
と
に
一
千
年
。
木
書
は
こ
れ
左
記
念
ず
る
た
め
に
・
名
古

屋
義
夫
君
志
食
の
手
に
よ
っ
て
編
輯
出
版
さ
れ
た
も
の
。
何
れ
も
題
名
の
一
ホ
ナ

通
り
新
見
に
満
ち
た
記
念
論
文
集
で
あ
る
。
そ
の
自
失

高

葉

集

と

大

伴

民

山

田

孝

雄

高

葉

集

停

詑

歌

考

久

松

潜

一

筑

前

闘

志

賀

白

水

郎

歌

十

首

高

木

市

之

助

「

野

守

は

見

ず

中

君

が

袖

振

る

」

裡

潟

久

孝

歪

め

ら

れ

た

訓

詰

と

鑑

賞

松

好

夫

!
「
采
女
の
袖
吹
き
か
ヘ
ナ
明
日
香
風
」
|

土

の

み

方

K
就
い
℃

(
附
録
、
義
夫
君
志
舎
年
譜
)

吉

f翠

義

貝IJ

O
筑

前

園

志

賀

白

水

十

首

志
賀
白
水
郎
歌
十
首
が
憶
具
の
作
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
こ
左
左
論
謹
し
、
同

時
に
放
人
と
憶
由
民
と
の
問
の
反
擢
意
識
を
憶
良
の
作
品
の
中
に
見
出
さ
う
と

す
る
鋭
い
新
し
い
見
解
D

ζ

の
白
水
郎
十
首
は
最
近
問
題
と
な
っ
て
ゐ
る
歌

群
で
あ
っ
て
、
筆
者
は
い
ち
い
ち
詳
し
い
解
韓
か
ら
論
を
す
す
め
て
ゐ
る

が
、
な
ほ
全
世
と
し
て
は
伊
は
り
問
題
が
残
り
、
と
の
歌
群
の
巻
十
六
の
排

列
順
序
な
ど
か
ら
考
へ
る
と
別
の
意
見
も
生
れ
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

O
「
野
守
は
見
ず
中
君
が
袖
振
る
」

「
か
う
解
さ
ざ
る
を
得
な
い
」
主
一
疋
ふ
訓
詰
蓮

h
r
b
鼓
し
て
正
し
い
鑑
賞
へ

至
る
さ
び
し
い
四
十
年
の
道
を
、
と
の
歌
の
一
一
一
四
主
勾
を
例
に
し
て
述
べ
た

も
の
。
乙
と
に
皐
問
の
「
き
び
し
さ
」
が
し
み
じ
み
'
と
感
ぜ
ら
れ
る
。

O
歪
め

b
れ
た
訓
詰
と
鑑
賞

かへ

f

各
一
、
五
一
「
采
女
の
袖
吹
き
か
ヘ
ナ
明
日
香
夙
」
に
つ
い
て
「
袖
吹
反
」

と
「
鍛
院
に
」
と
に
目
を
つ
け
第
二
句
を
現
前
の
事
賓
と
解
し
た
設
。

国

高
葉

に
用
ひ
ら
れ
た

協
・
風
流
士
・

O 

と
大
伴
氏

と
大
伴
家
、
と
の
関
係
の
深
い
乙
と
を
説
く
。

中
に
巻
十
五
前
宇
百
五
十
首
儀
が
大
伴
三
中
に
よ
っ
て
停
へ
ら
-れ
、
或
は
ま

た
高
葉
集
が
奈
良
朝
末
K
於
て
一
時
埋
設
し
そ
の
官
浪
品
が
再
び
世
に
・
出
た

な
ど
注
意
す
べ
き
新
見
が
あ
る
。
た
だ
高
葉
集
組
織
の
項
に
闘
し
て
は
形
式

的
な
見
方
に
傾
き
が
ち
で
あ
づ
て
、
た
と
へ
ば
非
公
十
五
の
ど
と
く
前
牛
と
後

新

刊

紹

介

六一一一



訓
話
と

。以
上
の
大
要
・
と
私
見
'
と
を
さ
し
は
さ
ん
だ
が
、
誠
K
一
千
年
記
念
に
ふ

さ
は
し
い
力
作
の
論
文
集
で
あ
り
、
各
稿
者
の
宅
賞
共
に
皐
界
第
一
線
の
皐
者

・
と
し
て
結
え
ぎ
る
不
断
研
鎮
の
あ
'
と
が
如
貨
に
一
訴
さ
れ
て
ゐ
る
。
高
葉
畢
徒
は

勿
論
の
と
と
ひ
ろ
く
江
湖
の
人
の
愛
ざ
を
侠
つ
D

後
行
所
名
古
国
中
部
日

本
新
聞
一
昨
、
定
慣
一
ニ
百
八
拾
っ
一
六
、
一

O
、一
一九
於
東
京
客
合
、
小
島

貨
の
前
と
一
古
っ
た
の
・
一
刀
法
は
白
い
。

に
用
ひ
ら
れ
た
風
流
・
風
流
土
・
遊
土
の
訓
み
方
に
づ
い
て

流
K
閥
ナ
る
蔦
葉
の
歌
訓
(
従
っ
て
解
韓
)
を
決
定
す
る
た
め
に
、
議
仙

窟
、
源
氏
物
語
其
の
他
諾
文
献
を
利
用
し
た
詳
細
な
論
考
、
な
ほ
更
に
附
録

。
。
。

ニ
件
を
加
ふ
。
一
一
一
私
見
を
述
べ
る
と
、
一
四
二
九
の
「
を

k
b
b
が
か
ぎ

0

0

0

0

 

し
の
た
め
に
、
選
土
の
か
づ
P
D

の
た
必
に
」
や
一
二
九
五
の
「
遜
土
の
飲
む

E
ヤ
ピ
ヲ

酒
杯
v
h
」
の
遁
士
を
ス
キ
遊
戯
中
の
「
遊
士
」
と
解
し
て
あ
る
が
、
天
平
の

正
倉
院
丈
書
襲
警
七
夕
詩
に
封
勾
と
し
て
「
風
土
」
「
淑
女
」

の
諾
が
見

え
、
も
し
乙
の
「
風
土
」
が
風
流
土
の
意
で
あ
る
可
と
す
れ
ば
、
風
流
土
、
選

土

↓

淑

女

、

帰

嬬

の

関

係

が

考

へ

ら

れ

、

に

解

す

る

の

は

少

し

行
き
過
ぎ
で
は
あ
る
ま
い
か
。

新

紹

介

事j

ス
キ

ーよH・
/¥ 

四

葉

興j

一、

葉
簡
単
舎
と
橋
一
ず
る
。

一
、
高
葉
研
究
者
、
愛
好
者
は
誰
で
も
申
込
に
よ
っ
て

tま

と

な
る
と
と
が
で
き
る
。

一、

の
研
究
幾
表
機
関
紙
と
し
て
季
刊
「
寓
葉
」
を
強
行

ナ
る
。

一
、
木
曾
は
随
時
寓
葉
に
闘
す
る

研
究
設
表
舎
、
講
習
講
演
舎
、

文
献
の
展
観
、

問
書
の
出
版
、
そ
の
他

行、

を
行
ム
。

一、

九
は
年
額
三
百
闘
の

を
納
入
す
る
。

(
誌
代
を
含

む
一
、
木
曾
の
事
務
は

穴
阪
府
吹
田
市
千
里
山
関
西
大
文

(
振
替
口
座
大
阪
二
九
一
四
七
者
)

K
於
い
て
行
ふ
。

の
代
表
者
に
は
、

研
究
室

文

一
、
本

潟
久
孝
博
士
を
推
す
。

' 



七

月

額
回
女
主
の
年
齢

K
つ
い
て

(
し
き
な
み
)

竹
秋

原
宮
俊
民
の
歌

丸
山

)
(
し
き
な
み
)

誠
一

口

四
ニ

Z
4舎
の
左
註
に
つ
い
て

L
」
思
想
)

古
代
形
容
詞
の
一
語
幹
に
つ
い
て

想
)

世
間

井

上

官

崩

事
、
と
思

麻

生

朝

遵

呂
に
お
け
る
枕
詞

ω
使
用
(
ば

ん

せ

)

八

木

毅

高
葉
集
初
期
作
家
・
(
二
ハ
)
(
ア
ラ
ラ
ギ
)

五

味

保

研
究
)

同

遺

，-、

柿
本
人
麻
呂
は
佐
留
か

(日
本
丈

克
彦昇偉

引

馬

野

考

(

園

史

ロ

)

高

題
詠
の
費
生
(
平
安
丈
島
4

研

究

)

清

水

紳
仙
思
想
l
日
本
武
愈
と
事
徳
大
子
説
話
を

中
心
と
し
て

l
(日
本

歴

史

)

下

出

積

奥

中
古
法
畳
書
(
五
)

(卒

安

文

研

究

)

宮
田
和
-
郎

業

(

園

女

)

佐

竹

昭

康

』
語

園

女

)

国

民

鍋

次

郎

寓

の
J

と
ま
こ
と
の
意
味
(
国
語
、
と

閣
支
皐
J
)

井

上

豊

「
中
ず
み
し
L

」
考
(
襲
林
)

源

豊

宗

私
佳
品
宮
第
七
(
ア
ラ
ラ
ギ
ゾ
安
良
岡
康
作

初
期
作
家
(
一
七
)
(
ア
ラ
ラ
ギ
)

主

昧

保

(一

)
|

丸
山

(
昭
和
二
十
六
年
七
月
!
十
一
月
)

古
代
文
革
史
の
開
花
期
天
武
朝

l
ア
ポ
ロ
的

左
中
'
イ
オ
ニ
ソ
ス
的
と
の
針
立
・
止
揚
期

ーと
し
て
|

(

丈

率

)

徳

光

久

也

代
匠
記
を
通
じ

て
契
沖
を
思
ふ

(
摂
丈
)
樽

鴻

久

孝

「
古
事
記

の
丈
樫
」
に
就
い
て
(
閤
語
圏
丈
)

神

間

秀

夫

日
本
軍
異
記

の
延
暦
六
年
原
撰
設
に
つ
い
て

(

龍

谷

氏

壇

)

津

本

了

畢

新
刊
紹
介
高
葉
皐
豆
統
の
書
(
園
語
圏
女
)

樺

潟

久

孝

響
評
倉
野
憲
司
氏
著
「
古
事
記
序
丈
注
糟
」

(

丈

事

と

思

想

)

笹

月

清

美

*
 
戦
後
の
古

典

研

究

(

短

歌

研

究

)

問

遜

幸

雄

申古
典

の
繕
承
と
短
歌
(
短
歌
研
究
)
商

郷

信

網

遊
仙
窟
注
引
書
考

l
丈
選
と
の
閥
係

(設
林
)

白

木

直

也

牢奈
良
時
代
に
於
け

乙
浮
浪

κ
り
い
て
(
由
民
林
)

置
木
孝
次
郎

*
 
上
代
日
本
に
お
け
る
乗
馬
の
風
習
(
史
林
)

小
林

ハ、

月

さ
ね
・
か
ワ
て
考
1

蔦

「
中
上
」
考

高
同
女
王
を
た
づ
ね
て
|
蔦

ι

紀

の
素
材
l
文
選
・
史
記
・

害
と
の
関
係
|
(
人
女
研
究
)

天
武
天
皇
の
叡
震
と
一日
本
番
組

の

林

)

平

岡

俊

春

我
が
閣
に
於
け
る
古
代
の
地
誌
記
越
に
つ
い

て
(
人
丈
論
究
)

渡
清
潔
久
雄

風
俗
研
究
費
料
、
と
し
て
の

丈
墜
(
解
稗
と
鑑

賞

)

和

歌

森

大

郎

批

評

と

倉

野

憲

司

著

「

古

事

記

序

文

行
雄

竹
秋

• 小
島

之

六
五



蔦
薬
開

女

六
六

大
岡
昌
二
郎

研
究
)
育
江
舜
二
郎

)

野

五
味

保

'ζ 

*
 
詩
と
小
設
の
み
ぎ
わ
!
遁
仙
窟
一
研
究
に
よ
せ

て

l
(短
歌

研

究

)

魚

返

量

智

雄

*
 
批

評

と

稲

介

門

脇

貞

三

「

内

村

落

の

崩

壊

過

程

」

(

史

準

永

貞

一

一

一

王色

不リ

久

正叫島*
倉紳注
院と

彰角
山イUi
研人
究(世

主民巳

(奥一

一

の

「

綜

麻

形

」

は

」

で

あ

る

(

盤

魚

)

蒲

田

奈
良
朝
女
献
に
於
け
る
湖
と
潮
(
費
魚
)
板
橋

プL

月

f命
行

き会
ロbむ、
、、J

* 
穴
埋

の さ
笠史修

室生議智 K
由叫 '"  '-' c. 
女人 の
)丈

日
本
書
紀

こ
の
「
且
覆
」
に
就
い
て
蒲

同

額
回
女
王
を
た
づ
お
て
1

寓
葉
遊
行
(
一
一
)

(

し

さ

な

み

)

丸

山

竹

秋

短

歌

成

立

試

論

(

同

支

皐

研

究

)

辻

信

一

騎
「
か
た
か
ど
」
と
「
・
寺
井
」
(
鍵
魚
)

蒲

伺

ず
る
私
見
(
一
)

四

K
つ
い
て

l
村
上
内
野

語
の
利
用

κよ

)

大

野

晋

表
現
」
ひ
と
つ
(
園
丈
翠
)

小

島

暗

之

「
ら
む
」
に
つ
い
て
(
間
文
畢
)
佐
伯
梅
友

睦
郎
女
か
ら
雌
官
接
皇
后
へ
(
園
丈
畢
)吉

永

登

凡

浪

考

(

観

丈

畢

)

佐

竹

昭

虞

「
寓
葉
観
葉
抄
補
扶
」
完
本
の
髭
見
(
園
女

事

)

羽

倉

敬

備

高

橋

晶

腕

呂

諦

(

文

革

研

究

)

践

閏

耐

官

人
麻
白
の
か
な
づ
か
ひ
(
明
日
香
路
)

「
さ
る
」
孜
(
閣
支
皐
)

奈
良
朝
組
訓
ザ
片

る

l
(圏
文

「
高
葉
人
の
文

久
孝

十

月

金
砂
子
切
(
高
葉
)

集
」
書
名

に
意
義

(高
素
)
鈴
木

和
皇
女
と
多
紀
皐
女
(
歯
肉
紫
)
吉
永

蔦
葉
集
雑
歌
の
典
擦
を
め
ぐ
っ
て
(
蔦
葉
)

伊

ー「

虎
登雄博

付才

「
其
一
窯
闘
隣
」
の
歌

詰
私
按
(

究

久
孝

佐

竹

昭

貴

尾
埜
よ
し
ゑ

(
蔦
薬
)

木
下

E
依

森

警卒事
築郎一

濁
り
の
み
き
均
る
衣

ω

往
左
凍
左
君
枇
見
良
自

彼
方
の
赤
土
砂
ノ
屋
に
ζ

さ
め
ふ

p

(

前

開

業

)

、ザノ

久
弓E

寓

市
中
の
「
風
流
」
の

(
白
路
)
宮

上
回

E 
昭

序
詞
匂
格
補
説
(
高
葉
)

高
葉
集
の
助
詞
「
が
L

「
ψ

」

(
寓
葉
)

出
向
の
停
に
つ
い
て
(
蔦
葉
)

蔦

葉

集

講

話

一

(

議

薬

)

上
伏
和
歌
φ

集
成
と
し
て

の

賞
)

吉
永

mu

或

る

令

西
宮

J

民

浅

口

博

草

津

潟

久

孝

一
(
僻
樺

~
1
昧
相
官
英

義
則

「

飽

き

た

ち

に

」

(

説

林

)

鴻

久

孝

蔦

曜

の

雨

mw
歌
に
つ
い
て
の
畳
菩
(
古
典

取

)

森

淳

司

初
期
作
家
(
一
八
)
(
ア
ラ
ラ
ギ
)

遺*
唐
使
』ニ

"
散
海
と
の

係
(
民
淵
〕

森

克

巳

(
史
遺
主
義
術
)田
村

:ip.本

城

郡
司
と
土
師
氏

襲
師
品

起
du

一
一
叫
す
〈
止
夏
見
鹿
ヰ
(
史
悲

と



穴

場

俊

助

短
歌

κ
お
げ
る
丈
事
惑
の
問
題
|
主
と
し

て
首
尚
一
葉
集
K
闘
し
て

|

(

女

)

土

屋

丈

明

高
薬
研
究

}
千
年

(日

本

丈

究

u高
木
市
之
助

穴
伴
家
持

の
白
岩
あ

る
丈
書
(
日
本
歴
史
)

捕

永

貞

一一一

山
南
丈
化
抄
(
五
)
|
抄
ふ

の
木
、
と
く
ぽ
盤

(

丈

化

沖

縄

)

奥

星

持

軍

*
「
鹿
ぎ
」
女
車
場
の
展
開
|
源
氏
物
語
の
底
流

・
と
し
て

i
(圃
語
と
園
文
畢
)
高
崎

E
秀

Y
代
農
耕
漫
稿
|
「
日
本
曲
技
術
史
」
と

よ
ん
で

1
(日
本

史

)

鵡
川
政
次
郎

高
葉
集
初
期
作

(

し

さ

な

み

)

誠

一

(一

九
)
(
ア
ラ
ラ
￥
)

五

昧

保

持

の
一
一
一
部
立

の
成
立
と
解
樺

l

秋

本

吉

郎

湯
口

十

一
足

歌
横
形
成
の
原
則
(
闘
語
と
園

相

関

|

(
大
阪
極
大

賀
茂

の
女

千
的
方
法
(

古

酒
井

(
白
路
)森
本

泊

吉

行
(
一
↓一
)

(し

き

な

み

)

丸

山

骨

秋

歩
(
心

の
花

)

角

利

一

紳
話
時
代
か

b
歴
史
時
代
へ
(
解
緯
左
鑑
賞
)

高
木
市
之
助

ゐ
鑑
賞
)
倉

野

憲

司

(
奥
越
と
美
回
一泰
一
郎

忠
雄

寓

歌
壇
の
示
唆
す
る
も
の

人
麻
呂
の
歌
こ
っ

(日
本

研
究
)

潜久
一孝

高
葉
集
抄

(十
六
)

久
松

研
究
)
松
田

(
日
本
女
皐
研
究
)

久

米

常

民

(
解
糧
と
鑑
賞
)久

松

浴

一

上
代
の
韻
丈
に
表
は

れ
た
る
色
彩
の
考

察

|

そ
の
年
代
に
よ
る
傾
向
に
づ
い
て

l
(古

典

論

叢

)

久

富

昭

子

高
葉
集
私
注
巻
第
八
(
ア
ラ
ラ
ギ
)
吉
田
正
俊

つ
ら

?
b椿
(

し

き

な

み

)

湯

口

誠

一

高
橋
蓮
晶
麻
呂
K
お
け
る
惇
説
歌
の
位
置

(

ば

ん

せ

)

八

木

毅

「
禽
葉
集
第
九
番
の
歌

の
解
説
研
究
」
補
記

(

潮

汐

)

伊

丹

末

雄

夙

に

づ

い

て

川

崎

稽

之

問
港
一繭
麿

(日
本
女
暴
研
究
)

「
玉
手
次
畝
火
」
考
(
日
本
丈

一一--

月

好
夫

傍

の

位

l
憶
良
を
中
心
、
と
し
て

l

(

日

本

丈

革

論

究

)

今

弁

治

郎

劃

馬

の

渡

り

(

日

本

丈

西

角

井

正

紳
話
と
質
鯨
性
(
解

高
市
皇
子
は
皇
長
子
か

究

石
川
潮
見
小
河
l
賀
茂
博
設
考

術
)

響
評
倉
野
憲
司
氏
「
古
事
記
序
文
註
」

(

事

林

)

平

田

俊

春

ww
名
の
歌
と
折
句
の
歌
(
上
)
(
圏
語
)
山

岸

徳

平

J

九
五
一
年
上
牟
期
の
日
本
丈
畢
の
研
究
祇

況

(

日

本

丈

挙

史

研

究

)

益

田

勝

賓

他

野
良
(
槍
)
考
(
日
本
一
歴
史
)
今
谷
文
雄

伊
令
制
度
(
上
)
(
日
本
一
見
)
竹
内
理
三

官
倉
院
三
彩
の
研
究
(
下
)
(
藤
林
)藤
野

三五

月

白牢

居
易命
の 御
葬
歌

f司、 Uコ

)歌

設説
林林

土

橋

寛

花

房

英

樹

r _ 

ノ、

月

(文

高
葉
潰
木
綿
歌
考
|
(
明
日

犬

養

(
園
女
ヂ
研
究
)岡

村

務

の
黄
金
(
園
丈
島
e

研
究
)

築

瀬

}

雄

花

房

英

樹 孝

浦

ω
潰
木
綿

香
路
)

近
江
朝
詩
歌
心
意

事史
賓
と
設
話
l
大

、.../

*
 
白
居
間
勿
mw
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一一、ー〆
(
設
林
)
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文
目
録
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報

皆、

告

六
八

研
究
-
千
年
記
念
大

演
曾
b
b

開
催
。
非
常
な

演

五
月
中
旬
。
日
時
、
場
所
、

等
は
英
一
に
て

虚
曾
な
り
し
由
。

及
び

は
左
の
遁

P

。
蔦
薬
関
係
聞
書
展

十
月
十
一
一
、
豆
、
四
日

〆p、、

則
氏
は
都
合
に
よ
り
御
出
席
に
な
ら

助
の
も
と
rh
開
催
さ
れ
、
津
潟
先
生
の
解
説
が

不

誠

な

る

も

の

松

図

研
究
史
上

の

一
二
の
問

好
夫
氏

O
研

究

費

表

合

右

の

舎

の

翌

日

。

於

関

西

大
事
小
講
堂
。
費
表
者
は
四
百
字
詰
原
稿

用
紙
二
枚
に
要
項
を
記
し
、
一
一
一
周
三
十
一
日
ま

で
に
本
部
宛
・
申
し
込
ま
れ
た
い
。

情
右
の
講
演
曾
並
び
に
研
究
設
表
曾
出
席
希
望

者
の
潟
K
出
張
懇
請
書
を
出
す
用
意
が
あ
る
o

t
h
た
地
方
か
ら
来
ら
れ
る
方
の
嬬
に
宿
泊
の
便

宜
も
は
か
る
口
い
づ
れ
も
希
望
者
は
返
信
・
料

(
十
間
切
手
)
同
封
の
上
、
本
部
変
で
申
込
ま

れ
た
い
。

に
京
都
女
子

に
お
い
て
、
同
十
九
、
サ
日

な
か
ワ
た
。
)

に
同
憲
一
昨
高
授
に
お
い
て
い
づ
れ
も
本

は
左
の
通

p
o

潜
一
氏

久
孝
氏

高
木
市
之
助
氏

集

山

関

孝

雄

氏

K
て
も
同
じ
〈
記
念
講
演
食
十
一

】
は
左
め
通
り
口

一
略
吉
氏

久
孝
氏
夫
氏

久
松

あ
っ
た
。
吏
K
十
一
月
十
、
十
一
、
十
二
日
富

V
E
4
 

1
・
V
Eト

女
子

閣
に
於
い
て
も
開
催
さ
れ

か
く
て
高
棄
は
柴
し

民
(
ミ
ン
)

古
今
大
帖
ム
」

?と。
O
第
一
回

演
曾

十
一
月
十
日
午
後

一
時
よ
り

春
日
政
治
雨
博
士
を
は
じ
め
参

者
約
二
百
名

月
四
日
開
催
。

一
千
年
史

人高

及
び

京
都

八
敬
霊
で
開
催
。
新
村
出

武
問

演

吉
来
-

ー「

と

高言
葉

人
の
方
法

の
主
題

折
口

五
貰
下
段
四
行
、
泊
濃
部
長
女
の
上
に
「
水
生
皇

女
(
天
智
)
天
平
九
年
」
ま
入
れ
る

一
一
一
一
員
下
段
一
八
行
、
養
老

の
下
へ
「
七
年
」
在
入

島

之
氏

三
山
歌
の
註

史
を
辿
る

壬コ合
ι示E

永

登
氏

告

高
葉
へ
の

潟
久
孝
氏

O
第
二
回

葉
旗
行

一
一
一
月
中
、
下
旬
、
和
伊
白

れ
る

物
閥
、
佐
保
、
大
極

等
見
畢
。
桔
物
聞
に

四
百
聞
(
宿
泊
費
、
食
費
等
)
。
参
加
希
望
者
は

閣
議
の
丈
字
は

に
名
の
見
え
る
主
審

。
第
一
岡
高
葉
旗
有

十
一
旦
サ
一一一目
、
高
葉
植

演
方

一
泊
二
日
。
費
用
は
交
通
費
の
ほ
か

之

の

敬
序
の
中
上

P
を

o
p
c
色
は
や

て
は
小
清
水
卓
二
博
士
の

話
が
あ
っ
た
。
参

一
一
月
末
日
ま
で
に
往
復
は
が
き
に
て
本
部
玄
で

は
P
蔦
葉
に
見
え
る
標
色
の
や
L

濃
い
も
め

加
者
約
七
十
名
。

申
込
み
'の

こ
と
。
詳

は
申
込
者
に
樹
し
埠
〔
J

K
し
た
A

J

J

も
り
で
あ
る
。

O
名
古
原
英
夫
君
恵
曾
に
て
は
十
月
サ
一
日
高
葉

て
・
通
知
す
る
。

• 



輯

後

記

訓
誌
と
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
止
し
て
、

広
干
し
は
じ
め
加
藤
、
橋
本
雨
氏
の
も
の
を
、
失

い
で
尚
早
の
耐
に
制
れ
る
も
の
と
し
て
買
智
、

阪
倉
南
氏
の
も
の

た
、
そ

し
て

寓
葉
地
理
閥
係

の
も
の
で
望
月
氏
の
論
文
色
載
せ
ま
し

た。

畏

老
、
新
題
相
交
へ
て
の
顔
鯛
れ
で
あ

P
ま
す

が
、
御
熟
讃
bo
願
び
し
ま
す
。

O
新
し
い
試
み

と
!
℃
よ
代
特
殊
偲
名
遣
表
役
附

鍛
?と
L
ま
し
た
り

一
躍
新
絞
首
同
禁
集
の
大
き
さ

を
考
慮
し
て

B
6
型
K
し
で
あ
り
ま
す
。
御
活

用
下
さ
い
。
伶
本
附
録
は
残
部
が
あ
り
ま
ず
か

ら

一
部
十
回
で
お
頒
ち
し
ま
す
。
開
牢
校
の
投
業

等

K
J町
御
利
用
願
へ
ば
至
便
か
と
思
ひ
ま
す
。

御
希
望
の
向
き
は
本
部
ま
で
御
連
結
下
さ
い
0

0
投
足
以
来
、
本
舎
も
着
貨
な
歩
み
を
な
し
ワ
つ

あ
り
玄
す
。
合
員
諸
氏
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
持
作

も
数
齢
く
あ
り
ま
せ
ん
G

で
、
こ
の
際
お
願
び

し
た
い
こ
と
は
投
稿
は
す
べ
て
本
部
宛
に
し
て

い
た
だ
く

乙
と
で
あ
り
ま
す
。
倒
人
宛
に
詑
ら

れ
る
と
事
務
の
上
で
・
も
甑
酷
争
4

来
す
お
そ
れ
が

あ
り
ま
ず
か
ら
、
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
ひ

!
ま
す
。

O
曾
員
数
本
か
な
り
増
え
ま
し
た
り
徒
に
敷
の
多

い
の
在
願
ふ
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん

が
、
一

つ

は
、
一
人
で
も
多
く
高
葉
に
親
し
み
古
典
の
心

κ鯛
れ
て
ほ
し
い
と
い
ふ
気
持
で
、
一
つ
は
本

食
が
よ
り
安
定
し
た
姿
を
と
る
た
め
に
今
少
し

曾
員
数
を
ふ
や
し
た
く
思
ひ
ま
す
。
同
好
の
士

の
入
舎
を
御
勧
誘
下
さ
い
。
情
合
同
員
名
簿
を
整

理
し
て
な
る
べ
く
早
〈
誌
上
に
載
せ
た
い
と
考

へ
て
ゐ
ま
す
。

O
あ
れ
こ
れ
お
願
ひ
ば
か

P
の
後
記
で
恐
縮
で
す

前
披
の
本
欄
に
認
め

た
ゃ
う

K
、
誠
に
あ
わ
た

だ
し
い
殻
足
ぷ
り
で
あ

づ
た

が
、
平
に
全
国
各
地

上
り
同
舟
の
方
々
の
参
加
託
得
、
現
代

こ
の

道

山

最
長
老
佐
佐
木
信
網
博
士
は
逢
か
に
書
在
寄
せ
て

本
誌
創
刊
の
喜
た
油
、
べ
ら
一れ
、
息
子
期
は
外
出
た
せ

ら
れ
ぬ
新
村
先
生
に
は
、
御
案
内
も
市
さ
な
か
ワ

た
に
わ
ざ
わ
ざ
車
を
掘

っ
て
講
演
曾
に
出
席
、

投

足
た
喜
ぶ
鹿
情
を
一
不
さ
れ
、
又
各
種
短
歌
雑
誌
そ

の
他
よ
り
は
本
誌
の
創
刊

K
到

し
て
和
介
、
官
同
評

そ
賜
は
る
な
ど
、
同
人
ひ
と

l
く
大
い

K
感
激
す

る
と
こ
ろ
で
あ

p
、
五

κ隈
'く
お
雄
前
・
上
げ
る
。

お
か
げ
で
創
刊
撹
は
品
切
に
近
い
献
態
と
な

D

季
刊
・
と
し

て
の

見
通
し
J
h

つ
い
た
の
で
、

と
の
際

新
に
こ

の
皐
の
震
に
貴
重
な
業
績
た
蔑
さ
れ
て
ゐ

る
長
老
方
乞
本
事
曾
顧
問
と
し
て
戴
く
事
と
な
っ

た
。
御
酔
律
援

に
預
h
J

た
と
れ

b
の
方
々

ω
御
厚
意

に
釘
し
て
も
深
く
感
謝
す
る
と
共
に
今
後
い
ろ
い

ろ
指
導
と
後
見
と
全
賜
は
る
や
う
に
お
願
申
上
げ

る
仁
講
演
合
、
民
晴
見
合
、
旅
行
、
研
究
覧
表
舎
な
ど

に
つ
い
て
の
報
告
、
強
告
は
別
項
記
載
の
と
ほ

D

で
あ
る
が
、
な
ほ
各
地
に
お
け
る
講
演
舎
の
如
き

も
考
へ
て

在
P
、
こ
れ
ら

の
計
査
に
ワ
い

て
は
合

員
諸
氏
よ
り

一も
腹
蔵
な
き
意
見
在
申
出
て
い
た
だ

く
や
う
に
希
望
す
る
。

(

樺
潟
久
孝
)

O
新
春
の
浮
凡
に
第
二
挽
を
お
く

D
ま
ず
。
今
回

は
巻
頭
を
新
村
出
先
生

の
玉
稿
で
飾
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
以
下
の
排
列
は
ほ
ぼ
前
披
に
準

じ
て
ゐ
ま
す
。
比
較
的
大
き
い
取
り
上
げ
方
在

し
た
小
島
、
清
水
雨
氏

の

た

掲
げ
、
次
に

が
御
協
力
下
さ
い
。

(
上
野
務
)

投

規

ま邑

一
、
投
稿
資
格
は
曾
員
巳
限
る
口

一
、
内
容
は

に
閥
ず
る
各
分
野
の
研
究
論
文
。

一
、
分
量
は
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
十
五
枚
以
内
。

一
、
投
稿
は
一
切

却
し
な
い
。
採
否
決
定
は

韓
郊
に
一
任
の

乙
とり

以

斗二

昭
和
二
十
七
年

一
月

十

日

昭
和
二
十
七
年

一
月
十
主
日

設印
行刷

関

{貝

l'、

O 

葉

早

曾

高

右
代
表
示
津

潟

久

大
阪
府
吹
岡
市
千
里
山
西
大
串

丈
島
'
部
語
忠
一
d

園
文
皐
研
究
室
内

印
刷
者

内
外
印
刷
株
式
回
枇

代

表

者

坂

本

守

正



昭
和
一

一ー十
七

ー
月
十
究
日
強
行

高

葉

頒

債

八

O

国


